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第237回 第２弾教育学部におけるeラーニング事例

その１（第28回）の続き…

•教員養成系大学・学部で必修化された「教職実践演習」 ４年次
履修

– 本学部での教職実践演習（ブレンド型）＝学部共通のカリキュラム

– 学部としては，大規模（必修）e導入， ３コマ分
• 使い回しコンテンツ（現代GPで開発）

• 新規に作成（学級通信の作成，教育実習振り返り＋模擬授業案作成）

• 棚ぼた的なデータ ←どう使いますかね。

– 教職実践基礎演習の立ち上げ（来年度開講）
• １年次＋２年次履修，様々な体験活動の振り返り用，バッジの活用もしたい

•おまけ
– 実習・演習での小規模な取り組み（反転授業＋ジグソー）

http://www.kumamoto-u.ac.jp/
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https://www.youtube.com/watch?v=im7BKn-sFkg


教職実践演習

• 中教審答申により教員養成系大学・学部必
修化

H18.7.11中教審答申「今後の教員養成・免許の在り方について」

1. 使命感や責任感，教育的愛情に関する事項

2. 社会性や対人関係能力に関する事項

3. 幼児児童生徒理解や学級経営に関する事項

4. 教科・保育内容等の指導力に関する事項
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本学部での取り組み

• 学部共通カリキュラム（教職実践演習WGが
検討）

• 全教科１５クラス，各20〜30名で実施 計
268名（H26）＋教員30名

• 教職専門＋教科専門教員の協同

• 卒論，教育実習，採用試験に影響のない時
期に開講

©2015 A. Nishimoto@4期 eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室
ランチョンセミナー

3

http://www.kumamoto-u.ac.jp/
http://www.kumamoto-u.ac.jp/
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/index.html
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/index.html


大規模？

• 教員30名，15クラス

• 教員の利便性を考慮
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レポート等

個別課題

教職実践演習

メタコース 教職実践演習2013

1組

教員 教員

2組 ・・・

教員 教員

15組

教員
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• 非同期型コンテンツ＋レポート

– レッスンモジュール，法令等に対応してアップデート

©2015 A. Nishimoto@4期 5

現代GP el (エル）こころ学習プロ
グラムの開発で開発
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http://kokoro.educ.kumamoto-u.ac.jp/course/view.php?id=17


学級通信の作成（教育的愛情や学級経営）
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教育実習振り返り＋指導案作成
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• 今までの教育実習を振り返る

–チェックリスト（南部?）

• 指導案の作成
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棚ぼた的なデータ,LV.1:Reaction

学生の現状を反映？
【指導案の作成に関すること】

（１）授業のねらいに関すること
①学習事項に関する児童・生徒の実態を踏まえているか

②授業のねらいが簡潔明瞭に示されているか

③授業の流れがわかる板書が計画されているか

（２）児童・生徒の学習活動に関すること
④児童・生徒が学習の目的や必要性をつかむ場面があるか

⑤児童・生徒が主体的に活動する場面があるか

⑥児童・生徒が学び合う場面があるか

⑦児童・生徒が授業内容を振り返る場面があるか

（３）教師の指導・支援に関すること
⑧児童・生徒の興味・関心を高める資料を準備しているか

⑨児童・生徒がわかりやすい発問や指示を準備しているか

⑩一問一答式だけでなく，一問多答式の発問を準備しているか

【授業技術に関すること】

（１）授業全般に関すること
①指導案の趣旨を踏まえつつ，学習者の反応に応じて授業を行っているか

（２）話す技術
②大きくはっきりと発声しているか

③教室全体に目を配りつつ説明や発問をしているか

④丁寧な言葉遣いができているか

（３）聞く技術
⑤笑顔を基本にして児童・生徒に接しているか

⑥児童・生徒の発言内容に応じた表情を作れているか

（４）書く技術
⑦学年段階に応じた漢字や用語を使っているか

⑧チョークの色を使い分けているか

⑨誤字脱字・筆順は正しいか

（５）読む技術
⑩児童・生徒の手本となる教科書や資料の読み方ができているか
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実習・演習での小規模な取り組み

• 「反転授業＋Jigsaw」

– 「プレゼンテーション演習II」で実施（３年次，10名程度）

– 事前課題への取り組みを促す狙い
• O2O？？
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西本彰文(2014)「反転授業＋Jigsaw法を導入した「プレゼンテーション演習II」の実施お
よびその評価」，平成25年度岩手大学実験・実習技術研究会
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